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2013 年 2 月 25 日（月） 
午後、大王製紙、株式会社エルモア（同盟ブランドのティッシュペーパー製造）の工場見学の
あと、4 時 30 分から宮内紙工金田工場訪問・見学。 











 現社長の宮内氏は、実は専修大学卒業である。昭和 59 年卒業時、ちょうど前年 11 月に今回
われわれが訪問した金田工場を新設し、新型ラミネート設備を導入したばかりだったので、卒
業と同時に、家業を継いだ。また平成 15 年には観音寺工場を建設し、新たにドライラミネート












































－ 88 － 
なくなったからだ。 
だから松山市を中心とした中予は、政治・経済･文化の中心として、周囲の地方を吸収しつつ、
同心円的に拡大発展しているように見える。昨年やっと松山市から宇和島市まで伸びた自動車
専用道路は、それより南の整備された国道 56 号線と、スムーズに接続できる。こうして松山市
に向かって人と物が吸収されるのである。 
南予、中予地方と比べて、いい意味で中心のなかった東予地方は、今治市、新居浜市、そし
て四国中央市など、昔からそれぞれ特徴のある工業都市が併存している。1970 年代以降の、工
場の海外移転、タオル、造船など、アジア諸国の低価格製品との厳しい競争などを経て、生き
残りをかけた努力をしている。われわれは社研合宿研究会で、今回の四国中央市訪問以前に、
すでに松山市、今治市、新居浜市を訪問し、そうした努力を見てきた。今回、四国中央市の活
気ある紙関連企業をいくつか訪問し、担当者からその努力の一端を聞くことができた。 
 三地方それぞれに様相を変えてはいるものの、南予地方から見る東予は、やはり活発な「別
世界」であるという印象は昔と変わらなかった。 
